
  

          第５号           第５号 
平成２０年９月１０日 平成２０年９月１０日 

  

茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 
     旧本館活用委員会      旧本館活用委員会 

  
  

９月は，生徒全員がアスリートとして活躍する一高オリン

ピックの月。一高祭で行っていた体育祭が無くなったこと

から，体育的行事を求める声が高まり，昭和５３年，６月

に移った一高祭終了直後から「歩く会」までの間，秋空の

下，ボールを蹴り，投げ，走りたいとの体育的行事を求め

る声が高まった。それに応え，夏休み直前に「一高オリン

ピック」の名称で実施が決まった。９月定期考査終了後，

１・２年生による運営委員会が組織され，開催されたのが

この年（１９７８）９月１９日。今年で３

９月は，生徒全員がアスリートとして活躍する一高オリン

ピックの月。一高祭で行っていた体育祭が無くなったこと

から，体育的行事を求める声が高まり，昭和５３年，６月

に移った一高祭終了直後から「歩く会」までの間，秋空の

下，ボールを蹴り，投げ，走りたいとの体育的行事を求め

る声が高まった。それに応え，夏休み直前に「一高オリン

ピック」の名称で実施が決まった。９月定期考査終了後，

１・２年生による運営委員会が組織され，開催されたのが

この年（１９７８）９月１９日。今年で３１回目を迎える。 １回目を迎える。 

  第１回一高オリンピック開会式 ↑   第１回一高オリンピック開会式 ↑ 

  
  
    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
                                昭和２年（１９２７）の大運動会の一コマ（進修第２７号より）↑                                 昭和２年（１９２７）の大運動会の一コマ（進修第２７号より）↑ 

一
高
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
視
線 

  

一
高
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
消
え
た
体
育
的
行

事
の
復
活
を
求
め
る
声
に
、
生
徒
会
は
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
、
実
施
を
決
定
し
た
。
創
設
当
時

の
生
徒
会
顧
問
の
木
村
一
郎
教
諭
は
、
『
こ
の

行
事
に
、
私
は
、
か
つ
て
の
「
一
高
祭
」
に
お

け
る
「
体
育
祭
」
と
は
全
く
異
な
る
何
も
の
か

を
見
出
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
祭
」
的
要
素
を

全
く
払
拭
し
た
素
朴
な
「
一
高
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
い
う
名
に
相
応
し
く
、
全
校
生
徒
が
競

技
に
参
加
し
、
応
援
し
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒

の
汗
と
血
に
よ
り
克
ち
得
た
得
点
を
競
う
こ

と
で
、
ク
ラ
ス
意
識
を
高
揚
す
る
に
相
応
し
い

も
の
を
感
じ
と
っ
た
。
こ
の
行
事
の
中
に
、
か

つ
て
土
浦
中
学
時
代
の
先
輩
達
が
春
の
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
で
一
心
に
漕
い
だ
精
神
も
、
今
日
、

夢
中
で
走
り
、
ボ
ー
ル
を
追
う
精
神
も
、
形
こ

そ
異
な
る
が
、
何
か
同
じ
も
の
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
学

び
舎
に
学
ぶ
今
の
生
徒
達
も
、
数
十
年
前
の
先

輩
達
が
追
い
求
め
て
い
た
も
の
を
、
同
じ
心
で

求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
』
と
「
進

修
窓
会
報
」
（
昭
和
５３
年
刊
）
で
述
べ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
を
手
掛
か
り
に
先
輩
達
の
ア
ス
リ

ー
ト
ぶ
り
を
見
て
み
よ
う
。 

  
 

一
高
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
始
め 

 

昭
和
５３
年
９
月
１９
日
に
、
第
１
回
一
高
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
て
、
今
年
が
３１
回
目
で

す
ね
。
種
目
は
当
初
、
バ
レ
ー
・
ハ
ン
ド
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
・

卓
球
・
テ
ニ
ス
・
ク
ラ
ス
対
抗
千
米
リ
レ
ー
（
ク

ラ
ス
担
任
も
走
る
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
新
た

な
種
目
も
加
わ
り
、
一
高
の
三
大
行
事
と
し
て

定
着
し
た
。
近
年
、
人
気
種
目
で
あ
っ
た
綱
引

き
を
大
縄
跳
び
に
変
え
る
な
ど
一
高
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
常
に
変
化
し
続
け
て
い
る
。 

 

中
学
校
時
代
の
体
育
的
行
事 

 

ア
カ
ン
サ
ス
第
３
号
で
、
学
校
創
立
２
年
目
、

生
徒
達
は
自
分
た
ち
の
手
で
運
動
会
を
主
催
し

成
功
さ
せ
た
こ
と
、
や
が
て
土
浦
中
学
校
の
運

動
会
は
、
町
と
一
体
化
し
た
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

発
展
し
、
土
浦
町
周
辺
の
人
々
も
大
き
な
関
心

と
期
待
と
を
も
っ
て
待
ち
望
ん
で
い
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。 

中
学
時
代
の
体
育
的
行
事
と
し
て
は
、
春
の

水
上
運
動
会
（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
）・
秋
の
陸
上
大

運
動
会
・
冬
の
雪
中
行
軍
・
柔
剣
道
の
寒
稽
古

が
行
わ
れ
て
い
た
。
今
回
は
秋
（
？
）
の
大
運

動
会
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
み
よ
う
。 

 

 

大
運
動
会
事
始
め 

 

公
式
学
校
行
事
と
し
て
の
運
動
会
（
第
１
回
）

は
、
開
校
３
年
目
、
明
治
３２
年
５
月
１４
日
に
行

わ
れ
た
。
主
催
は
進
修
体
育
部
で
あ
っ
た
。
翌

年
（
明
治
３３
年
）
刊
行
の
「
進
修
」
第
２
号
に

は
、『
緑
門
は
、
千
代
か
え
ぬ
常
盤
の
葉
も
て
飾

ら
れ
、
竿
頭
百
尺
、
数
条
の
縄
を
張
り
か
か
げ

た
る
幾
多
の
彩
旗
、
翩
翻
と
し
て
風
に
閃
け
り
。

轟
然
た
る
響
き
と
共
に
大
空
に
現
れ
た
る
龍

は
、
神
立
の
里
人
が
寄
附
せ
る
烟
花
な
り
。
喨
々

と
し
て
佐
保
姫
が
琴
の
調
あ
る
は
、
土
浦
の
町

人
が
特
に
都
よ
り
招
き
た
る
音
楽
隊
の
合
奏
な

り
。
』
と
記
さ
れ
、
既
に
土
浦
周
辺
の
人
々
も
協

力
し
、
楽
し
み
に
す
る
行
事
と
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。
来
賓
も
二
百
人
余
、
そ
の
他
見
物
人
で
広

い
神
立
原
は
賑
わ
い
、
整
理
の
た
め
警
察
官
ま

で
出
動
し
た
。 

 

こ
の
日
も
野
球
か
ら
始
ま
り
、
障
害
物
競

走
、
旗
取
り
、
提
灯
競
争
な
ど
１１
種
目
が
行

わ
れ
、
余
興
と
し
て
綱
引
き
、
玉
入
れ
等
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
運
動
会
は
土
浦
周
辺
の

人
々
が
楽
し
み
と
す
る
年
中
行
事
と
な
り
、
毎

年
春
に
実
施
さ
れ
、
多
く
の
見
物
人
を
集
め

た
。
や
が
て
、
春
の
運
動
会
は
、
陸
上
大
運
動

会
と
し
て
秋
に
移
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
詳
ら

か
で
は
な
い
が
、
創
立
１０
周
年
の
明
治
４０
年

（
１
９
０
７
）、
新
し
い
ボ
ー
ト
が
建
造
さ
れ
、

艇
庫
も
完
成
す
る
と
生
徒
達
は
、
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
に
熱
中
し
、
オ
ー
ル
を
握
ら
ざ
る
者
は
亀
城

健
児
に
あ
ら
ず
の
風
潮
が
強
ま
っ
た
。「
進
修
」

第
１２
号
（
明
治
４２
年
刊
）
に
、『
陸
上
大
運
動

会
評
判
記
』
と
共
に
『
水
上
大
運
動
会
端
艇
競

漕
を
行
う
』
と
い
う
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
陸
上
大
運
動
会
は
、
秋

に
移
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  
 

進
修
会
の
自
治
制 

  

陸
上
大
運
動
会
の
概
要
は
、
大
体
次
の
よ
う 

な
も
の
で
あ
っ
た
。
企
画
・
運
営
は
現
在
の
生 

徒
諸
君
が
行
っ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
生 

徒
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
た
。 

 

杉
の
枝
を
組
ん
で
ア
ー
チ
を
作
り
、
花
火
を 

あ
げ
た
り
、
万
国
旗
で
会
場
を
飾
り
つ
け
も
し 

た
。
来
賓
席
に
は
テ
ン
ト
を
張
り
、
椅
子
を
並 

べ
た
。
生
徒
の
家
族
や
一
般
の
見
物
人
は
、
筵 

（
む
し
ろ
）
に
座
っ
て
観
戦
し
た
。
運
営
面
で 

は
、
接
待
・
賞
品
・
会
場
・
風
紀
・
売
店
・
記 

録
・
呼
び
出
し
な
ど
の
係
が
お
か
れ
た
。
風
紀 

係
は
サ
ー
ベ
ル
を
下
げ
て
校
内
を
巡
視
し
た
。

そ
の
粋
な
颯
爽
と
し
た
姿
は
、
生
徒
達
の
憧 

れ
の
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
記
録
係
は
新
聞
も 

発
行
し
、
こ
れ
を
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
観
衆
に 

配
布
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
運
動
会
全
体
の 

運
営
は
、
進
修
会
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
た
の 

で
「
進
修
会
の
自
治
制
」
と
自
負
し
て
い
た
。 


